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研究の目的、PRポイント
特養においてオムツ代は介護報酬に含まれている。
そのためコスト（在庫）管理、意識が大切である。
在庫管理で数字を追っていると、その数字から介護
現場での排泄支援の悩みや課題が見えてくる。
数字の分析を通じて見えた「排泄支援の質」向上の
取組を報告する。

取り組んだ課題
排泄支援におけるQOL の向上を目指す取り組みとし
て「脱オムツ」がある一方、オムツ着用を必要とす
る利用者も存在するが、ここに着目する研究は意外
と少ないと感じる。
オムツ着用の理由は「排泄頻度・量の不確実性」に
あると考えられ、「定時交換」を主体とした支援になっ
ていると考えられる。
施設、利用者双方にとっての利を考えると、使用方
法の徹底やアイテムの絞り込み、そして何より排泄
アセスメントを通じた「随時交換」への意識付けが
必要だということに気が付いた。

具体的な取り組み
※オムツ業者に協力を依頼、（アイテム毎に）オムツ
使用量をデータ化した。
１、コストの大きいアウタータイプの使用量が多い
→当て方の技術が未成熟。業者による勉強会の実
施。

２、適切なパットが選択されていない
→使用方法のルールに統一感がない。
	 職員のアイテム選別能力に個人差がある。

３、「大は小を兼ねる」の常識が非常識？
→夜間帯用の高吸収パットも使用方法が正しくな
けれれば効果を発揮しない。

こうした課題に対応するため、職員にアンケートを
実施、排泄支援について深く考えていただく機会を
持つこと（意識改革）を図った。

活動の成果と評価
「排泄支援における QOL 向上」とは何かを施設全体
で考える良い機会になったと考える。

オムツ着用というイメージがQOL と結びつきづらい
が、これを生活に不可欠なものとして使用している
人にとって、より快適で、プライバシーが守られ、尊
厳が守られる形で活用していけることが大切なので
はないか？
私たち職員はそのために、使用方法や技術向上を考
えていく、そのことがQOL 向上への働きかけと言え
るのではないか？

今後の課題
今回の発表を通じて「排泄支援の質」の向上を考え
ていくと、在庫管理面だけでなく、支援全体に目を
向けて行く必要があると感じた。
その取り組みとして「随時交換」へのシフトは一つ
の手段として有効だとは認識しつつも、現場の現状
から改善や理解を深めるにはまだ課題も多く残され
ている。この先も利用者へのサービス提供の質と現
場の課題をすり合わせてこの活動を継続して行こう
と考える。
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またはサービス
の概要

カトレアホームは昭和54年に開設された定員50名（短期入所2名）の従来型特別養護老人ホー
ムです。全室多床室の中で医療ニーズの高い利用者、認知症利用者を幅広く受け入れ、個別
ケアの実践を行っている施設です。




